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社会福祉法人　碧南市社会福祉協議会

ボランティアセンター
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「ボランティアと聞くとどんなことが思いだされますか？」

「どんなイメージをもっていますか？」

「困っている人に、無償で何かをしてあげること？」「時間のある人がやること？」

「地震や重油事故、火山ふん火などの被災地に行って活動すること？」

「アフリカやカンボジアなどの難民キャンプに行って活動すること？」

　このように「特別な活動」「自分とは違う人がする活動」とおもっていませんか？

それでは難しそうで、なかなかできそうにありませんね。

自分たちの住んでいるところには、いろんな人が生活しています。

　ボランティア活動は、お年寄りも障害者も子どももみんな一緒に、地域の中で元気に、楽しく、幸せに暮していくために、自分たちそれぞれができることで、「いつでも、どこでも、誰でも、楽しく参加できる活動」なのです。

そうでしたら、自分にできることもあるはずですし、見

つかりそうですね…。

人はだれでも、やさしいおもいやりの心をもっています。それを、まわりの人にわけてあげることの実残が「ボランティア活動」…。

自分以外の人や生物、自然や環境に「役立つ活動をすること」といえるのではないでしょうか…。

　さあ、アクションを起こしてみましょう！ボランティア活動の始まりです！
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ボランティアの語源

「ボランティア」とはラテン語では、

「自由意思」フランス語では「喜びの

精神」英語の名詞では「志願兵、義勇

兵」、動詞では「自発的に申し出る」

という意味で訳されています。

ボランティアの主な性格

　①自主性・主体性

· まわりの人から強制されるのではなくて、自分の考　　　えで積極的に活動をすることです。

　②社会性・連帯性

· だれもが幸せに暮していけるように、みんなで協力　　し支えあい、学び合う活動です。

　③無償性・無給性

· お金を求める活動ではなく、お金では得られない出　　会いや感動、喜びを得る活動です。

　④先駆性・開拓性

· 今、社会で何が求められているのかを考えながら、　　　よりよい社会を自分たちの手で創る活動です。
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　ボランティア活動を始めるには、どうしたらよいでしょうか…。

　まずは「活動をやってみよう」という「自発的・自主的」な気持ちが大切です。

　身近な家族や先生、お友達にどんな活動があるのか、どんな活動ができるのか聞いてみるのもよいでしょう。

　でも、今は、全国どこでも「自分の住んでいる所」にボランティア活動を「やりたい人」「必要としている人」の相談窓口として「ボランティアセンター」があります。

そこには「ボランティアコーディネーター」がいて活動の紹介や情報の提供をしてくれます。ボランティア活動のことで「知りたいこと」「聞いてみたいこと」があったら、何でも相談するといいですよ。

勉強にさしさわるような無理な活動は長続きしませんね。自分の「興味のあること」や、「できること」から参加し、少しずつ時間や活動回数、活動範囲を増やしていくといいですね…。一度ボランティアセンターに行ってみるといいよ。きっと楽しい活動が見つかるはずです。

多くの友達とも出会え、新しい自分発見の場になることでしょう…。
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ボランティア活動のいろいろ

　ボランティア活動と言っても、その種類も活動もさまざま。年齢も職業もさまざま。地域の中での身近な活動から国際的な活動まで何でもあります。「家の中でできる活動」「在宅の方への活動」「施設での活動」「国際的な活動」「自然や環境を守る活動」「収集活動」「寄付や募金活動」など…。活動の範囲もぐ～んと広がっています。

その中で、自分たちにできそうな活動は何があるかを考えて見ましょう…。

身近でできる活動

①お年寄りにかかわる活動(お年寄りと一緒にできる活動)
· 施設（老人ホーム）や在宅（自宅に住んでいる）のひとり暮しや寝たきりのお年寄りを訪問し、話し相手をしたり、できることで何かお手伝いをする。また、絵手紙などでの交流も大変喜ばれます。

· 学校や地域の行事などに招待したり、一緒に参加し楽しいふれあいをもちましょう。

· お花見・運動会・合唱コンクール・文化祭・敬老会・クリスマス会・ゲートボール大会など…いろいろありますね。

· 昔話や地域の歴史、伝統芸能などを教えてもらいましょう。

· わらぞうり、竹トンボ、お手玉作り、神楽囃子、昔の子どもの生活など…。

②障害者（児）にかかわる活動
　町の中で車イスにのっている障害者の方をよくみかけますね。段差があったり、自転車や荷物が道路をふさいでいて困っていることがあります。そんな時には「どうしました？何かお手伝いできることありますか？」一声かけてあげましょう。これがきっかけになり「ふれあい活動」のはじまりです。

· 手話、車イス体験、アイマスク体験、ガイドヘルプなどの講座に参加し技術を学びましょう。

③外国の人にかかわる活動
　アジアやアフリカの国の中には、学校に行きたくても行けない子どもが大勢います。

　病気になっても薬もなく毎日苦しんでいる人もいます。

　例えば、40名のクラスとして、毎月お小遣いを1人30円～50円節約すると1ケ月で1,200円～2,000円、1年で14,400円～24,000円になります。これで、1人～2人の子どもが1年間学校に行くことができます。

· 使用済み切手やプリペイドカードを収集する活動も、開発途上国への支援に大変役立っています。

· 日本の中にも外国の方が仕事をしたり、勉強したり、さまざまなことで生活をしています。言葉が解からないために、日常生活に困っている方もいます。

　言葉、食べ物、文化など、お互いの国のことを理解するために、地域の中で国際交流会なども開かれています。参加すると異文化を知るよい勉強にもなります。

　身近に住んでいる外国の人たちとお友達になることも、国際理解をするための大切なことといえます。

　

④収集活動
アルミ缶、使用済み切手、使用済みプリペイドカード、書き損じ（未使用）ハガキ、ロータスクーポン、ベルマーク、文房具（鉛筆・ノートなど）、中古衣料など…いろいろあります。

· 注意したいことは、この収集活動を何のために始めるのか、「活動目的」やどこでどんなことに役立っているのか「活用方法」などよく調へてから始めることが大切です。

⑤募金・寄付活動
　赤い羽根、緑の募金、ユニセフ募金、24時間テレビ・チャリティキャンペーンなど…。みんながよく知っている募金の他に、地震などの災害時に、行なわれる募金もあります。また、自然保護や環境保全、世界遺産の保護、難民支援などもいろいろあります。協力するには、募金内容なども、よく調べてからはじめましょうね！

⑥自然や環境を守るための活動
　学校や家で育てた花で、地域の中を飾るなんて、とても素敵なこと…。道路沿いに植えたり、プランターに植えて並べたり、鉢植えはお年寄りにプレゼントすると喜ばれます。

　公園の植物を大切に育てることや、川の水の汚染にも気をつけましょう。日常的にできるゴミの出し方や分別に気をつけることも、身近でできる自然や環境を大切にする活動につながります。

⑦夏休み特別企画　

夏休み（7月～8月）は、ボランティア体験月間中で、こどもの手話講座やボランティアスクールなども開催されています。ボランティア活動の情報もたくさんあります。小・中学生でもできる活動がいろいろあるので、参加してみると楽しいですよ。新しい友だちにも出会えるチャンスです。

●学校内でできるボランティア活動

ボランティア活動がいろいろあることがわかりましたか？もう一度、学校内でできる活動を考えてみましょう。

いつもやっている活動
· 花だんはありますか→水をまくこと、草を取ることをやっていますか…。

· 小鳥や小動物を飼ってていますか→えさをあげた　り、小屋のおそうじをしていますか…。休日でも水やえさをやりに学校へ行くこともありますね。観察日記もつけていますね。

· 校内や校庭にごみが落ちていたら拾いますね。

· あまり気にしないで、いつもやっていることが「ボランティア活動」といえます。

· お年寄りの方に季節のおくりもの

地域のお年寄りの方を学校の運動会や展示会などの行事に招待したり、季節にあった「絵はがき」を書いてとどけたりすることもできますね。

· 障害のある人とお友だちになろう

障害あるお友だちと登下校を一緒にしているかもしれませんね。休み時間などに、お話をしたり、遊んだりしていますか…。教科書やノートの準備を手伝ってあげるなど、小さなことでもクラス全員で、ささえてあげる、いつも気にかけていることが大切です。

「ボランティア活動」は一人ひとりのお友だちが「やさしい気持ち」を持つことからはじまります。

収集・募金寄付活動
「プリペイドカード」「使用済み切手」「ロータスクーポン」「ベルマーク」「ノートやえんぴつ」「アルミ缶」「募金」など…。気軽にみんなでできる活動です。

クラス全員でよく話し合いをし、何のために収集や募金をするのかをはっきり決めてから始めましょう。最初が一番大切です。

　学校の中でできる活動が他にもあるはずです。クラスで話し合ってみましょう。みんなで気づいた小さな活動が大きな活動に広がっていきます。

「ボランティア活動」をすることで新しい発見があったり、いろんな情報を知ることができます。



1 身近なことからはじめましょう。
2 できることで活動し無理をしないようにしましょう。
3 約束と秘密は必ず守りましょう。
4 相手にあわせて活動しましょう。
5 多くの人と協力して活動しましょう。
6 家族や先生と相談しながら活動しましょう。
7 安全に注意し事故やケガに気をつけましょう。
8 活動記録をメモしておきましょう。
9 ボランティアスクールなどに参加し学習しましょう。
10 あいさつを忘れないようにしましょう。

  

碧南市ボランティア連絡協議会は、碧南市のボランティアグループ等が集まって、お互いに協力し、励ましあいながら、もっとボランティアが盛んになるような活動に取り組んでいます。

  あなたも、身近なところから、あなたの出来ることから、ボランティア活動をはじめてみませんか？


碧南市社会福祉協議会では、ボランティアグループの紹介やボアンティア活動に関する様々な相談に応じています。

  お電話でも結構です。どんなことでも、お気軽にお問合せください。

ご相談・お問合せは…

社会福祉法人碧南市社会福祉協議会ボランティアセンター

（碧南市ボランティア連絡協議会事務局）
碧南市山神町８丁目３５番地（旧碧南保健所、福祉センター隣）
電話  ４６－３７０２  ＦＡＸ  ４８－６５２２

e-mail：fureai@sweet.ocn.ne.jp




ボランティア


はじめの一歩





ボランティアに関するご相談・


お問合せは…





社会福祉法人 碧南市社会福祉協議会


ボランティアセンター


〒447-0869


愛知県碧南市山神町８丁目３５番地


電　話（０５６６）４６－３７０２


ＦＡＸ（０５６６）４８－６５２２


e-mail  fureai@sweet.ocn.ne.jp
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